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企冠水寸前の今山橋

企崩れた土砂が道路をふさぐ� 

d

司
か
つ
て
な
い
地
震
の
恐
怖
が
や
き
つ
い
た
阪
神
大
震
災 
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9月は台風シーズンです。雨が降らない日が続き，今後大雨が降る

ことも予想されます。また台風だけでなく，今年� 1月に大きな被害を

もたらせた阪神大震災などの地震がいつ起るとも限りません。日ごろ

の備えを万全に/

11⑩⑧⑨ 

⑨⑧ 


(世帯数) 2，067戸 (人口)男 3，562人女�  3，842人計�  7，404人(平成7年7月末日現在)

(出生)男O 女2 計2 死亡)男3 女2 計5 転入)男5 女 言十16 転出)男10女17計27

広報かつうら� 9月号第303号平 成7年9月� 1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEし� (08854)2-2511 (代) FAX 2-3028 
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MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



哉さaIO[!g⑫
き》


さ

い
¥ノ

¥J 一勝浦町長寿者10傑-

(男女別・敬称略，

平成 7年8月25日現在� )

に
、
町
で
は
今
年
も
八
十
歳
以
上
の

方
に
敬
老
年
金
を
お
贈
り
し
ま
す

0

・
八
十
歳
以
上
の
方

五
千
円

対
象
者

三
百
八
十
六
人

・
九
十
歳
以
上
の
方

一
万
円

対
象
者

六
十

一
人

ふれあいの

心で参加

老人クラブ

マ士会奉仕」の日� 
9月20日同� 

男 性 女 性

氏 名 住所 年齢 生年月日 順位 氏 名 住所 年齢 生年月 日

椎平磯太郎 坂本�  100 明27. 9. 27 谷上 ツヤノ 生名�  99 明29. 6. 25 

大 岡 芳 夫 沼江�  96 明32. 3. 28 2 溝上 イ ノ 与川内� 96 明32. 4. 13 

清水源太郎 中 山� 95 明32 . 9. 15 3 長 田 マ キ 石原�  96 明32. 6. 15 

溝内 重雄 中 山� 95 明33. 4. 28 4 立棒 フサノ 中 山� 95 明32. 12. 3 

久保重雄 中 角� 94 明33 . 12 . 20 5 米 田 トキノ 横瀬�  95 明32. 12. 30 

豊 田 要助 中 角� 93 明34. 10. 6 6 久保サ‘ノ 中 角� 95 明33. 3. 5 

幸 浦仁平 久 国� 93 明34 . 12. 13 7 正木 フジヱ 生名�  94 明33 . 11. 6 
f 

~ 

久 保普七 久 国� 93 明35 . 7. 19 8 北 山 フンヱ 石 原� 94 明34. 1. 10 

j賓 ムRレE 一 棚野�  92 明35 . 10. 13 9 時本 トヨノ 中 角� 94 明34. 2. 11 

大上新治郎 中 角� 92 明35. 11. 5 10 林 キシノ 坂本�  94 明34. 2 . 16 

二
十

一
世
紀
を
目
前
に
し
、
本
格
的
な
高
齢
社
会

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
本
町
で
は
多
年
に
わ
た
り
社
会

の
進
展
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
、

ご
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
本
年
も
九
月
十
五
日

(敬
老
の
日
)
に
勝
浦
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て、

敬
老
町
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
つ
ど
い
に
出
席
さ
れ
る
七
十
歳
以
上
の
方
は
、

一
千
二
百
十
四
人
で
す
。
(
八
月
二
十
五
日
現
在
)

当
日
の
式
典
で
は
、
表
彰
並
び
に
祝
い
状
贈
呈
と

し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
者
表
彰
、
八
十
歳
到

達
夫
婦
祝
い
状
、
ま
た
米
寿
�
 
(八
十
八
歳
)、
喜
寿
�
 (七

十
七
歳
)
の
方
々
に
記
念
品
の
贈
呈
、

八
十
歳
以
上
の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
敬

老
年
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

1?断言
敬老ωOV 

/..> 会〔午後)

芸能 乞 . 蔭 布 団

さ

ゐ

し

こ
�
 

d

と
修

司
〈
�
 

.
 

•• 

式
典
終
了
後
、
花
柳
会
に
よ
る
浪

曲
・
踊
・
芝
居
な
ど
の
楽
し
い
芸
能

大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ゆ

っ
く
り
と
ご
観
覧
い
た
だ
き
お
く
つ

ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
女
性
会
の
み
な
さ
ん
の
手


作
り
に
よ
る
お
弁
当
が
用
意
さ
れ
て


い
ま
す
。


八
十
歳
以
上
の
方
に


敬
老
年
金


お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝

い
、
町
民

の
敬
老
思
想
の
高
揚
を
図
り
、
高
齢

者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
た
め

4
第
二
十
五
回
敬
老
町
民
の
つ
ど
い
(
昨
年
)

生
比
奈
保
育
所
児
童
に
よ
る
プ
ロ
ロ
ー
グ

〆~ 

回
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員、---

入
賞
し
ま
し
た
。

女
勝
浦
町
囲
碁
愛
好
会
第
三
位
入
賞

第
-

C

H

(
A
7

C

た
勝
浦
囲
碁
愛
好
会
�
 ク
ラ
ス
の
三

名
は
善
戦
健
闘
し
、
見
事
第
三
位
に

l

碁
大
会
(
県
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
協
会

主
催
会
長
国
藤
知
事
)
が
七
月
十

六
日
松
茂
町
役
場
で
開
催
さ
れ
、
六

十
三
チ
�
 ム
、
百
八
十
九
人
が
参
加
、

三
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
終
日
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
参
加
し

第
一
回
徳
島
県
団
体
会
員
対
抗
囲

f 「、
谷
内
百
合
夫
(
中
角
)

ク
ラ
ス

一
日
下
敏
夫
(
横
瀬
)
�
 

作

本

明

男

�

 
山
)

椎
平
磯
太
郎
さ
ん
�
 (坂本)

「
小
朝
が
参
り
ま
し
た
」
�
 
(
N
H
K
T
V
)

に
出
演

勝
浦
町
最
高
齢
者
、
椎
平
磯
太
郎

N
H
K

の

コ
ー
ナ
ー
に
出
演
し
、
春
風
亭
小
朝

さ
ん
と
の
愉
快
な
・
お
話
し
で
、
観
客
か

ら
歓
声
と
拍
手
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。な

お
、
放
送
は
九
月
三
日
田
午
後

さ
ん
(
坂
本
)
が

「
小
朝
が

参
り
ま
し
た
」
の

H

私
は
百
歳

一
時
三
十
分
か
ら

N
H
K
総
合
テ
レ

ビ
で
放
送
(
予
定
)
さ
れ
ま
す
。

回
徳
島
県
団
体
会
員
対
抗

月
に
阿
南
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

~ 

後• 

援

-
シ
」
こ

-
入
場
料

・

主

催

�

 

4Aソ

日• 
 〆'""""

ま
た
、
こ
の
大
会
よ
り
以
前
の
四

A 三位入賞に輝いた囲碁愛好会チーム 

お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
十

一
回
徳
島

県
郡
市
対
抗
囲
碁
大
会
で
も
、
勝
浦

郡
内
の
囲
碁
愛
好
会
で
編
成
し
た
勝

浦
郡
チ
�
 ム
が
準
優
勝
す
る
な
ど
活

発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
�
 

l

‘環境改善センターから '


続静岡県柑橘史及び同資料篇を

になりませんか

仏
同
制
副
即
応
祈
�
 dm式
�
 

?
A

加

L
Lル
剖
げ
引
仲

，d
r
w
作
品
 ''edb
句
�
 

4
J
A
g-A
 

、・4
p

・
J
4
4
4

・4

浜
松
市
都
田
町
在
住
の
日
下
敏
雄
氏
の
ご
好
意
に
よ

り
、
今
回
発
刊
さ
れ
た
続
静
岡
県
柑
橘
史
及
同
資
料
篇

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
代
の
ミ
カ

ン
産
業
の
成
長
期
か
ら
起
筆

さ
れ
、
特
に
四
十
年
代
後
半
か
ら
の
生
産
過
剰
、
価
格

低
迷
、
産
地
間
競
争
や
、
六
十
年
代
の
貿
易
の
自
由
化

に
よ
る
外
国
産
果
実
と
そ
の
加
工
品
の
輸
入
増
加
に
、

.---=. 

a熱心に対局する勝浦囲碁愛好会の会員の皆さん

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

時

九
月
二
十
四
日
制

午
前
九
時
三
十
分

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

大
ホ
l
ル

無
料

誠
流
吟
詠
会

勝
浦
藤
平
会

勝
浦
町
教
育
委
員
会

勝
浦
町
文
化
協
会

i

静
岡
県
内
の
関

係
団
体
や
機
関

が
ど
の
よ
う
な

施
策
を
展
開
し

て
き
た
か
に
つ

い
て
、
多
く
が

記
述
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

天
狗
岳
の
蝉

し
ぐ
れ
を
聞
き

崎
也
九
叫
周
辺
お
白
歯
音
歳
)


囲
碁
大
会
(
於
松
茂
町
役
場
)
�
 

秋
の
ノ
日
を

楽
し
も
う
グ

詩
吟
・
民
謡
・
三
味
線


合
同
発
表
会


多
数
の
ご
来
場
を

な
が
ら
み
さ
ん
の
史
書
を
読
み
、
勝

浦
町
の
み
か
ん
作
り
に
新
し
い
も
の

を
創
り
出
し
て
く
だ
さ
い
。

手
話
講
座
受
講
者
募
集

次
の
と
お
り
手
話
講
座
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
役
場
住
民
福
祉
課

(
宮
二
|
二
五
一
こ
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

-
講
習
期
間

平
成
七
年
十
月
か
ら
週
一
回

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
(
予
定
)

・

会

場


勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー


・
受
講
資
格

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
理
解
が

あ
り
、
手
話
奉
仕
者
と
し
て
活
躍

で
き
る
方

-
申
込
受
付
期
間

平
成
七
年
九
月
十
四
日
附
ま
で

・

受

講

料

無
料

企静岡県日下敏雄氏所有のみかん圃

固
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テキストボックス
勝浦町最高齢者（百歳）

MUS04
テキストボックス
秋の一日を楽しむもう
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さあ，ビニール袋を もってあゅのつかみどり開始...

‘ff7r_;;; .ー& つかみどり の後はスイカ割 り大会 とぜっかま え た台、~マ

l
u
h
~

¥J  

...おかあさ ん， ぼくにも鮎つかま えて� f

ぐ近畿かつうらふるさと会だより 〉

都
市
交
流
事
業

勝
浦
川
あ
ゆ
ま
つ
り
に
参
加

A 人と鮎 どっちが多いかな?

雨なにする
 
7 /22・23
勝浦川あゆまつりに� 

2，000人が参加� 

七
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
、
恒
例
の
勝

浦
川
あ
ゆ
ま
つ
り
が
今
年
初
め
て
星
奇
橋
下

流
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
大
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二

日
間
で
約
二
千
人
が
会
場
を
訪
れ
、
メ
イ
ン

七
月
二
十
二
日
出
、
星
谷
橋
下
流

で
開
催
さ
れ
た
第
十

一
回
勝
浦
川
あ

ゆ
ま
つ
り
に
近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ

と
会
の
会
員
や
家
族
の
方
五
十
一
名

が
、
台
風
三
号
の
影
響
に
よ
る
あ
い

に
く
の
天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元

気
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

「
ぁ
ゅ
の
つ
か
み
ど
り
」
で
は
、
久

し
ぶ
り
に
勝
浦
川
の
水
の
感
触
を
楽

し
み
な
が
ら
も
、
あ
ゆ
を
つ
か
ま
え

る
の
に
皆
ん
な
夢
中
で
す
。

黄
色
い
喚
声
が
川
い

っ
ぱ
い
に
広

が
り
、
ど
の
顔
も
笑

っ
て
は
い
ま
す

が
目
は
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。
「
十
匹

も
つ
か
ま
え
た
よ
」
と
高
々
と
ビ
ニ

ー
ル
袋
を
も
ち
あ
げ
て
う
れ
し
そ
う

な
チ
ピ

ッ
子
た
ち
ゃ
「
全
然
つ
か
ま

え
れ
ん
」
と
ボ
ヤ
キ
な
が
ら
も
顔
は

笑
っ
て
い
る
会
員
さ
ん
。
「
激
し
い
タ 

立
の
な
か
で
の
あ
ゅ
の
つ
か
み
ど
り

も
良
い
思
い
出
が
で
き
た
」
と
話
し

合
い
な
が
ら
、
町
内
有
志
が
作

っ
た

な
つ
か
し
い
昧
の
「
鮎
ぞ
う
す
い
」

や
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
さ
ら
に
楽
し

い
交
流
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。天

気
が
よ
け
れ
ば
中
山
の
東
婆
羅

山
項
を
フ
ラ
イ
ト
基
地
と
し
て
の

「
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
勝
浦
大
会
」
が

開
催
さ
れ
て
、
あ
ゆ
ま
つ
り
の
会
場

上
空

一
面
に
色
鮮
や
か
な
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
の
遊
泳
を
楽
し
め
る
予
定
だ

っ
た
の
に
た
い
へ
ん
残
念
で
し
た
。

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
員
の

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ

と
の
イ
ベ

ン
ト
に
多
数
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
七
年
八
月
三
十

一
日
現
在

会
員
数

二
百

一
名

行
事
の
あ
ゅ
の
つ
か
み
ど
り
や
ゲ

掛
花
火
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま

。 

悪
天
候
の
な

か
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
勝

浦
川
漁
協
、
交

通
安
全
協
会
ほ

か
関
係
者
の
方

々
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

回
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が
参
加
い
た
し
ま
す
。

出
場
す
る
こ
と
に
決
，

た。

l

お
お 
3
め 

お 
ぬ
マ
倣
?
で
三
十
一
一
団

da

l

す。

勝
浦
タ
イ
ガ

第3-7回勝浦郡駅伝大会� 
9月10日(日)� 26.2km 

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
来
町

今
年
で
第
二
十
二
回
を
迎
え
た

ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
港
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
交
流
会

が
、
去
る
八
月
十
四
日
か
ら
十
七
日

ま
で
勝
浦
町
と
小
松
島
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

十
四
日
港
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

一

行
は
、
大
型
パ
ス
二
台
で
来
町
、
午

前
十
一
時
か
ら
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
歓
迎
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

中学生 ・高校生 ・一般の選手が走ります。

沿道での応援をよろしくお願いします。

区 距離 指定 中継 地 点
出発(通過)

時 問� 

1 
Ian 

13 .8 (スター卜) 上勝町役場前� 

上勝町日浦�  

正木藤川橋

福川選果場�  

坂本久保の内� 

9 :30 

9 :43頃� 

9 :54頃� 

10:00頃� 

10: 1 2~頁 

213 .7 

31 l.9 女子区間� 

4 3.5 

514.7 (再スタート) 坂本久保の内� 10: 50 

横瀬小学校前� 

勝浦町役場前� 

西岡生比奈支所前� 

勝浦町役場前� 

11 :04~頁

11: 10~頁 

11 :2H頁� 

11:32~頁

61 l.8 女子区間� 

713.4 

8 3.4 

十
五
・
十
六
日
の
二
日
間
、
親
善

試
合
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
各
家
庭
で

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
交
友
を
深
め
た
子

供
た
ち
は
、
来
年
度
の
再
会
を
約
束

し
て
、
十
七
日
勝
浦
町
を
後
に
し
ま

し
た
。

勝
浦
体
協
に
、
女
子
バ

ま
ず
は
一
度
見
に
来
て
、
ボ
ー
ル
に
触

ス
ケ
ッ
ト
部
が
で
き
て
二

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

年
目
に
な
り
ま
す
。

練
習
日

毎
週
火
・
木
曜
日

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に

午
後
八
時
か
ら
十
時
ま
で

興
味
の
あ
る
人
、
ち
ょ
っ

場

所

勝
浦
中
学
校
体
育
館

と
運
動
不
足
の
人
、
い
い

連
絡
先

伊
丹
町
代
(
横
瀬
)

汗
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

阻

二

|

四

三
二
一

ス
。
ホ
レ
ク
祭
戸
挑
戦
ノ

第
八
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
(
十
五
種
目
)
が
、

奈
良
市
鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
、
九
月
三
十
日
か
ら

四
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
種
目
の
な
か
で
男
女
混
合
綱

引
が
、
榛
原
町

(
は
い
ば
ら
ち
ょ
う
)

で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
五
十
チ 

ム

徳
島
県
か
ら
は
、
過
去
の
実
績
等
か

ら
勝
浦
綱
引
ク
ラ
ブ
が
代
表
と
し
て

定
い
た
し
ま
し

徳
島
県
チ 

ム
は
、
過
去
の
大
会
に

l

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
残
し
て
い
ま

今
回
出
場
す
る
部
員
は
、
大
変
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
つ
つ
、
代
表
チ

ー
ム
に
恥
じ
な
い
成
績
を
残
す
べ
く

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
会
に
出
場
す
る
に
あ
た
り
、
徳

島
県
勝
浦
町
を
ピ 
1

ア
ー
ル
す
る
と

と
も
に
、
全
国
規
模
の
大
会
に
参
加

で
き
る
喜
び
を
満
喫
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

r-... 

...

〆戸旬、

企歓迎式典であいさつする港区スポーツ
少年団本部長

※悶天でも実施します。

企親善試合ですが、熱戦が展開されました

歓迎会で港区スポーツ少年団に記念メダルが贈られる

バスケットボール大好き人間

集合.ゲ


体協女子バスケ ット部

固
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A
7

く
れ
ず
、
い
つ
も
つ
ら
く
そ
し
て
く
や

し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
毎

日
学
校
へ
行
く
の
が
い
や
で
、

一
日一

日
の
学
校
生
活
が
や
り
切
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
学
校
へ
行
き
た
く
な
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
、
だ
ん
だ
ん
学
校
も
き
ら

い
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
で
も
、
死

ん
で
し
ま
い
た
い
な
ど
と
思

っ
た
こ
と

は
、
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な

に
、
く
そ
、
負
け
る
も
の
か
と
い
う
気

持
ち
が
僕
に
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、

僕
に
は
、
僕
を
支
え
て
く
れ
る
一
人
の

友
達
が
い
た
の
で
す
。
僕
の
味
方
に
な

り
、
助
け
て
く
れ
る
友
達
で
し
た
。
い

じ
め
ら
れ
た
時
、
い
つ
も
僕
の
そ
ば
に

い
て
励
ま
し
つ
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

今
、
僕
が
こ
う
し
て
い
ら
れ
る
の
も
、

あ
の
友
達
が
僕
を
助
け
て
く
れ
た
か
ら

だ
と
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ

の
時
、
友
達
の
大
切
さ
を
知
る
と
同
時

に
、
僕
は
い
じ
め
の
こ
わ
さ
を
つ
く
づ

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

作
文
集
か
ら
)

学
校
に
、
つ
ら
い
思
い
を
す
る
人
を
出

さ
な
い
た
め
に
も
、
今
僕
た
ち
は
、
い

じ
め
の
正
体
を
し

っ
か
り
見
き
わ
め
、

い
じ
め
を
許
さ
な
い
雰
囲
気
を
作
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

僕
は
、
二
度
と
小
学
校
の
頃
の
い
や

な
思
い
出
を
く
り
返
し
た
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
い
じ
め
と
い
う
に
く
い
行
為
を

僕
は
許
し
ま
せ
ん
。
と
い

っ
て
も
僕
の

心
に
も
、
弱
い
み
に
く
い
心
が
ひ
そ
ん

で
い
ま
す
。
い
え
、
誰
の
心
に
も
ひ
そ

ん
で
い
ま
す
。
い
え
、
誰
の
心
に
も
ひ

そ
ん
で
い
る
と
思
う
の
で
す
。

一
人
ひ

と
り
が
い
つ
も
相
手
の
立
場
に
立

っ
て

考
え
る
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

い
っ
そ
の
み
に
く
い
心
に
負
け
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
僕
は
、
み
に

，

く
い
心
に
う
ち
か
っ
た
め
に
も
、
支
え

合
う
仲
間
守つ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

み
ん
な
が
遊
ん
で
い
て
も
、
い
れ
で
も

ま
す
。
そ
れ
は
、
僕
自
身
が
、
仲
間
外

れ
を
さ
れ
、
仲
間
か
ら
無
視
さ
れ
た
つ

ら
い
思
い
出
で
す
。 

で
も
何
が
原
因

で
そ
う
な

っ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
時
は
僕
が
何
を
言
っ
て
も
聞
い
て

も
く
れ
ず
、
近
寄

っ
て
い
っ
た
だ
け
で

僕
を
避
け
て
離
れ
て
い
く
と
い
う
状
態

で
し
た
。
ボ 

ル
の
投
げ
方
や
、
サ

ッ

カ
ー
ボ 

ル
の
け
り
方
、が
お
か
し
か

っ

た
り
す
る
と
み
ん
な
の
前
で
ま
ね
を
し

て
、
そ
の
ま
わ
り
に
い
た
人
た
ち
か
ら

大
笑
い
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

l

僕
の
ク
ラ
ス
に
、
い
え
、
こ
の

な
ぜ
っ
て
、
い
じ
め
は
、
ほ
ん
の
小

さ
な
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
の
だ
か
ら
。中

O
O

送
っ
て
い
ま
す
。
で
も
一
歩
間
違
え
ば
、

あ
の
小
学
校
時
代
の
い
や
な
出
来
事
が

起
こ
ら
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

今
、
僕
は
毎
日
楽
し
い
学
校
生
活
を

く
と
思
い
知
っ
た
の
で
す
。

さ
さ
い
な
こ
と
か
ら
出
発
し
た
い
じ

め
が
、
人
を
死
ま
で
追
い
こ
む
の
で
す
。

4

司
表
彰
を
受
け
る
佐
藤
さ
ん

1995年度第14回同和かるた取り大会「中学校の部」 

優 勝
勝浦中学校 l年 佐藤 光

さん(中山)

「支え合う仲間」


¥}ノ

¥〕

....真剣なまなざしでかるた を見つめる佐藤さん

八
月
二
日
、
徳
島
県

同
対
セ
ン
タ
ー
に
お

い

て
、
同
和
か
る
た
取
り

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

郡
市
代
表
の
二
十
六
名

で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、

見
事
勝
浦
中
学
校
一
年

生
の
佐
藤
光
さ
ん
が
優

勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
栄
誉
を

た
た
え
、
同
日
開
催
さ

れ
た
同
和
問
題
講
演
会

の
会
場
に
お
い
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
学
校
で
の

い
じ
め
が
よ
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

僕
が
知

っ
て
い
る
だ
け
で
も
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
生
き
て
い
る
人
を
葬
式
ご

っ
こ
を
し
て
い
じ
め
、
死
に
追
い
や

っ

た
事
件
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
い
じ
め

で
マ

ッ
ト
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
さ
れ
窒

息
死
し
た
事
件
、
そ
れ
に
つ
い
最
近
で

は
、
な
ぐ

っ
た
り
け

っ
た
り
さ
れ
て
、

お
金
を
お
ど
し
と
ら
れ
、
つ
い
に
首
つ

り
自
殺
し
て
し
ま

っ
た
中
三
年
の
事
件

と
。
一

人
は
い
じ
め
に
よ

っ
て
殺
さ
れ
、

あ
と
の
二
人
は
い
じ
め
に
負
け
て
死
ん

で
し
ま

っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
ニ
ュ
ー

ス
を
耳
に
す
る
た
び
に
、
僕
は
、
小
学

校
の
頃
の
い
や
な
出
来
事
を
思
い
出
し

固
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回
冒
回
開
目
。


木彫りとちぎり絵展
圃・ 岡 清 美 氏

美智子氏

お
二
人
か
ら
お
話
を
い
た
だ
い
た

と
は
い
え
、
正
直
な
と
こ
ろ
当
初
は

ど
う
し
た
も
の
か
と
深
く
俊
巡
を
い

た
し
ま
し
た
。
し
か
し
作
品
中
の
阿

波
踊
り
レ
リ
ー
フ
は
、
徳
島
の
郷
土

の
皆
様
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最

も
ふ
さ
わ
し
い
作
品
だ
と
思
い
ま
す

し
、
今
一
つ
に
は
こ
の
こ
と
が
郷
土

の
文
化
活
動
に
多
少
な
り
と
も
お
役

l

-

に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
誠
に
嬉
し
い
こ

と
だ
と
考
え
直
し
ま
し
て
展
示
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。
忌
俸
の
な
い
ご
教

示
、
ご
批
判
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

展
示
は
、
小
生
の
「
木
彫
り
」
と


妻
美
智
子
の
「
和
紙
ち
ぎ
り
絵
」


の
合
同
展
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

山
口
県
の
部
(
日
j
お
)


た
。
同
一
テ 

マ
を
両
者
で
制
作
し


た
作
品
も
ご
ざ
い
ま
す
。
オ

ラ

ク

ニ

ご
あ
い
さ
つ

「
木
彫
り
」
作
品
は
「
俺
が
故
郷
」

の
名
所
、
名
物
を
私
な
り
に
木
彫
り
レ


リ
ー
フ
に
し
て
見
た
い
と
考
え
、
今
回


オ

ラ

タ

ニ

の
展
示
会
の
テ
ー
マ
を
「
俺
が
故
郷
自


慢
」
と
題
し
た
三
部
作
を
中
心
に
し


て
、
他
に
一
般
作
品
数
点
を
加
え
て


出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。


「
俺
が
故
郷
」
と
は
次
の
三
県
で

す
。

秋
芳
洞

安
徳
島
県
・
・・
幼
少
時
代
を
過
ご
し
た

出
生
の
地 

と き 9月10日'"� 月2010 日

ところ 勝浦町図書館� 2階

兵
庫
県
・
・
・
日
本
経
済
の
高
度
成
長

時
代
を
リ
ー
ド
し
た
鉄
鋼
業
界
エ

ン
ジ
ニ
ア
の

一
人
と
し
て
、
新
工

場
の
建
設
と
新
技
術
の
開
発
に
専

念
し
た
若
き
時
代
の
思
い
出
の
地

女
山
口
県
・:
独
学
で
木
彫
り
を
始
め
、

木

彫

り

岡

・
兵
庫
県
の
部

揚
手
門

・
に
の
門
櫓

・
表
門
・

-
徳
島
県
の
部

余
生
を
過
し
て
い
る
地

出
品
作
一
覧
概
要

清
美
作

国
宝
姫
路
城 

(1
1
叩
)

な
ど
三
点

・
一
般
作
品 

(
お
1
日
)

彦
根
城
・
熊
本
城

・
ぼ
た
ん

・

あ
や
め
・
古
梅
な
ど
二
十
九
点

和

紙

ち

ぎ

り

絵

岡

美

智

子

作

上
高
地
・
木
曽
駒
高
原
な
ど
九
点

展
示
会
に
よ
せ
て

岡
さ
ん
は
旧
富
問
中
学
卒
業
後
、

現
在
の
徳
島
大
学
工
学
部
を
卒
業
し
、

新
日
本
製
鉄
に
就
職
、
鉄
工
業
界
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
新
工
場
の
建
設

と
新
技
術
の
開
発
に
多
大
の
功
績
を

残
し
退
職
、
余
生
を
木
彫
り
に
託
し

て
創
作
活
動
に
専
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
と
七
年
、
二
年
連
続
山
口

県
知
事
よ
り
金
賞
を
受
賞
。
作
品
の

「
姫
路
城
」
は
姫
路
城
が
世
界
文
化

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て

同
城
に
展
示
。
錦
帯
橋
、
秋
芳
洞
等

の
作
品
も
秋
芳
台
に
て
展
示
。
地
方

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
激
賛

を
得
た
作
品
で
す
。
更
に
出
生
の
地

太
鼓
門
・
「
は
」
の
門
へ
の
坂
道

2
の
櫓
背
景
な
ど
十
点

l
m
)

i
m

-m

N
占 連

な
ど
七
点
と
お
編
路
さ
ん
一

百
枚
皿

・
黄
金
柱
な
ど
四
点

そ
の
他
東
光
寺
総
門
・
錦
帯
橋

徳
島
の
阿
波
踊
り
八
点
を
加
え
合
計

六
十
点
余
り
の
力
作
が
展
示
さ
れ
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
奥
さ
ん
辛
苦
の
ち
ぎ
り
絵

は
「
奥
入
瀬
渓
谷
」
を
始
め
と
し
て

十
点
程
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ち

ぎ
り
絵
に
つ
い
て
は
作
品
は
無
論
、

写
真
も
ま
だ
拝
見
い
た
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ど
の
よ
う
な
出
来
具
合
か

と
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

何
は
と
も
あ
れ
仲
む
つ
ま
じ
い
ご

夫
妻
の
一
面
と
、
文
化
芸
術
に
共
通

の
ご
趣
味
を
持
た
れ
る
岡
さ
ん
ご
夫

妻
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
お
姿
を
作
品
を

通
し
て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

確
信
い
た
し
ま
す
。

岡
氏
も
九
月
十
日
よ
り
一
週
間
程

度
会
場
に
見
え
ら
れ
る
予
定
で
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
懐
旧
の
情
を
温
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

九
月
の
行
事
と
休
館
日

女
土
曜
子
ど
も
映
画
会

2
日
内
容
は
お
た
の
し
み
に

午
後
2
時
か
ら

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

女
木
彫
り
・
ち
ぎ
り
絵
展

叩
日 

月
初
日

図
書
館
2
階

女
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日


日
日

・
幻
日


*
休
館
日

4
日

・
日
日 

日
・
お
日
・
初
日

A 国宝姫路械「は」の門への坂道

こ
の
た
び
旧
知
の
友
人
、
相
原
亨

殿
、
山
海
公
雄
殿
の
ご
高
配
を
得
ま

し
て
、
郷
土
資
料
展
示
室
運
営
委
員

会
の
主
催
に
よ
り
、
私
ど
も
の
っ
た

な
い
「
木
彫
り
」
と
「
和
紙
ち
ぎ
り

絵
」
作
品
を
当
館
に
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
た
く
深
く
感
謝
を
し
て
お
り

ま
す
。

阿
波
踊
り
(
日

ゃ
っ
こ
連

・
若
あ
ゆ
連

・
殿
様

回

MUS04
テキストボックス
図書館だより

MUS04
スタンプ



D
2
a
d②
町
川
市
姐

松
並
武
夫
・
選

か
か
わ
り
も
な
き
新
聞
の
死
亡
欄
年

雨
つ
づ
き
出
渋
り
い
た
る
吾
を
待
つ

齢
だ
け
を
今
朝
も
見
て
い
る

笥
は
黒
き
服
着
て
立
て
り

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

横

瀬

比

留

間

一

〈評
〉
こ
の
歌
を
読
ん
で
、
中
田
さ

〈評
〉
悶
の
日
が
つ
づ
く
と
外
へ
出

ん
も
私
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
ん

る
の
が
大
儀
で
あ
る
。
そ
の
聞
に
竹

だ
な
と
思

っ
た
人
が
多
い
だ
ろ
う
。

の
子
は
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
。
問
後
の
�
 -

人
は
老
い
に
近
づ
く
と
命
と
齢
を
考

竹
の
子
と
い
う
や
つ
だ
。
こ
の
歌
の

え
る
。
毎
朝
の
新
聞
の
死
亡
欄
は
、
名

お
も
し
ろ
さ
は
「
黒
き
服
着
て
立
て

前
よ
り
も
年
齢
が
気
に
な
る
の
だ
。

り
」
と
竹
の
子
を
人
間
に
見
立
て
た

六
十
歳
で
逝

っ
た
人
が
あ
れ
ば
、
二

と
こ
ろ
。
竹
の
子
が
雨
に
伸
び
、
皮

十
年
早
す
ぎ
る
と
タ
メ
息
を
っ
き
、

が
黒
く
な

っ
た
の
を
「
黒
き
服
」
と

あ
ら
た
め
で
自
分
の
齢
を
思
う。

表
現
し
た
。
や
が
て
こ
の
黒
い
服
も

そ
し
て
、
い
つ
の
日
か
私
た
ち
も

パ
ラ
リ
と
脱
ぎ
捨
て
て
親
竹
に
成
長

こ
の
新
聞
の
欄
へ
、
名
前
と
年
齢
が

す
る
の
で
あ
ろ
う
。

載
せ
ら
れ
る
の
だ
。

水
分
を
制
限
さ
れ
し
病
む
母
は
寝
呑

愚
図
と
い
い
不
器
用
と
い
う
生
き
難

み
の
お
茶
を
握
り
し
め
飲
む

き
性
�
 (さ
が
)
に
素
直
に
な
り
て
草

横
瀬
桜
木
千
代
子

抜
く

棚

野

殿

川

早

苗

〈評
〉
病
気
で
水
分
を
制
限
さ
れ
た

〈評
〉
愚
図
は
グ
ズ
と
読
む
。
あ
い

お
母
さ
ん
を
歌

っ
た
。
い
く
ら
欲
し

つ
は
グ
ズ
だ
と
い
う
そ
れ
で
あ
る
。

く
て
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
病
人
に

自
分
の
持

っ
て
生
ま
れ
た
性
格
の
愚

も
看
護
す
る
者
に
も
と
て
も
辛
い
こ

図
さ
不
器
用
さ
に
さ
か
ら
わ
ず
、
素

と
だ
。
よ
う
や
く
許
さ
れ
た
寝
呑
み

直
に
な

っ
て
庭
の
草
を
抜
い
て
い
る

を
母
は
「
握
り
し
め
て
」
飲
む
の
だ
。

作
者
。
「
茎
且
に
な
り
て
庭
の
草
抜
く
」

こ
の
「
握
り
し
め
て
歓
む
」
に
水
分

に
こ
の
人
の
自
己
を
愛
し
、
い
た
わ

を
待
ち
か
ね
た
お
母
さ
ん
の
姿
が
よ

る
美
し
い
生
き
方
が
あ
り
、
よ
い
歌

く
描
か
れ
て
い
る
。
�
 

と
な

っ
た
。

八
十
歳
の
た
だ
一
本
の
糸
切
り
歯
つ

い
に
抜
け
落
ち
さ
み
し
さ
の
増
す

棚
野
広
松
ハ
ル
ノ

〈評
〉
「
八
十
歳
の
た
だ

一
本
の
糸
切

り
歯
」
と
い
う
簡
潔
な
歌
い
か
た
が

い
い
。
最
後
ま
で
残

っ
て
い
た
一
本

の
糸
切
り
歯
に
寄
す
る
愛
惜
の
思
い

が
素
朴
に
出
た
。
歯
は
健
康
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
言
わ
れ
る
だ
け
に
、
歯

を
失

っ
た
さ
み
し
さ
を
実
感
す
る
こ

こ
ろ
が
表
現
さ
れ
た
。

わ
が
言
葉
と
き
に
は
烈
し
き
日
の
あ

り
て
妻
傷

つ
け
し
か
と
悔
ゆ
る
こ
と

あ

り

横

瀬

谷

吉

蔵

寄
付
を
せ
し
寺
院
の
建
ち
て
亡
き
夫

の
名
の
刻
ま
れ
し
石
碑
に
遇
�
 (あ
)

え

り

沼

江

森

脇

ア

ヤ

子

オ
ホ
ー

ツ
ク
の
海
に
浮
か
べ
る
島
々

の
エ
ト
ロ
フ
国
後

(ク
ナ
シ
リ
)
わ

が
胸
を
衝

(
つ
)
く

中

山

谷

尻

松

雄

楓
爽
と
都
会
人
の
顔
し
て
船
降
り
し

娘
が
無
邪
気
に
吾
に
駆
け
寄
る

沼

江

森

脇

光

子

百
日
紅
の
赤
き
小
花
の
散
る
下
に
黒

描

一
匹
な
が
な
が
と
眠
る

横

瀬

日

下

克

子

森
に
懐
む
青
大
将
は
尾
の
切
れ
し
ま

ま
の
姿
に
衣
脱
、ぎ
で
あ
り

中

山

山

下

一房
雄

恐
竜
よ
太
古
の
石
よ
あ
ま
り
に
も
吾

は
小
さ
し
何
語
り
か
け
ん

棚

野

島

つ
と
む

新
し
き
道
を
伝
い
来
る
大
雨
の
水
器

¥J 

¥J

A
7

l

⑧
⑨
⑨
⑧
⑧
⑧


走
る
を
か
が
み
込
み
覗
く

横
瀬
広
安
美
枝
子

部
屋
ご
と
に

一
輪
、
ず
つ
挿
す
妻
の
趣

味
廟
�
 (か
わ
や
)
に
香
る
水
仙
の
花

横

瀬

錦

内

常

一

ハ
�
 ブ
・
パ
ラ
と
�
 宵
の
気
分
は
何

色
と
入
浴
剤
の
色
選
び
お
り

横
瀬
岡
本
富
久
恵

畑
を
打
つ
合
間
に
鍬
の
ゲ
�
 ト
ボ
ー

ル
振
れ
ば
土
く
れ
砕
け
飛
び
散
る

中

山

栗

城

絹

‘防
人
の
提
は
悲
し
見
は
る
か
す
軍
人

墓
地
あ
り
マ
ウ
イ
の
丘
に

生

名

柳

田

末

子

永
年
の
い
た
わ
り
も
介
護
の
甲
斐
も

な
く
霊
枢
車
は
淋
し
く
見
送
ら
れ
発

つ

棚

野

北

島

ア

サ

ノ

口
々
に
「
よ
い
し
ょ
」
と
パ
ス
の
乗

り
降
り
に
齢
笑
い
合
う
日
帰
り
の
旅

中

山

溝

内

喜

美
代

娘
と
行
き
し
温
泉
の
旅
忘
れ
が
た
く

再
び
訪
わ
ん
と
プ
ラ
ン
練
り
い
る

棚

野

田

中

茂

子

梅
雨
晴
れ
の
戸
外
は
い
つ
し
か
青
田

な
り
農
せ
ぬ
今
は
思
い
出
遠
し

棚

野

英

見

六
人
の
子
を
育
て
き
て
母
の
日
に
祝

い
く
れ
た
る
幸
せ
に
い
る

棚

野

幸

山

美
好

手
を

つ
な
ぎ
登
り
し
万
里
の
長
城
や

長
江
下
り
し
船
上
空
し

沼

江

斎

藤

重

子

夕
立
の
ま
だ
晴
れ
や
ま
ぬ
雲
間
よ
り

l
同
じ
空
と
も
見
え
ぬ
月
出
づ

棚

野

谷

新

太

郎

一
年
ぶ
り
の
年
金
友
の
会
の
集
い
な

り
語
り
っ
き
せ
ず
華
や
ぎ
て
お
り

横

瀬

林

と

み

え

隠
し
ご
と
話
し
合
え
た
る
友
な
る
に

今
逝
き
た
れ
ば
振
り
向
き
も
せ
ず

棚

野

平

岡

和

一

〈注
〉
こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は

広
報
誌
と
し
て
広
く
町
民
の
作
品
を

掲
載
す
る
も
の
で
、

短
歌
専
門
誌
的

な
む
つ
か
し
い
選
や
評
は
い
た
し
ま

せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
町
民
の
誰
も

が
楽
し
め
、
誰
で
も
投
稿
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
応
募
さ
れ

た
作
品
は
、
全
部
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
多
く
の
方
々
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

(

松
並
)

あ

て

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス
エ
�
 

T
E
L

二
|
四
五
八
三

九
月
五
日
締
切
り
川
柳

一
人

一
句

十
月
五
日
締
切
り
俳
句

一
人
二
句

短
歌
大
会
開
催
日
の


変
更
に
つ
い
て


八
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
短
歌
大
会
を
、
九
月
九
日
�
 (土
)

と
ご
案
内
し
ま
し
た
が
都
合
に
よ
り

九
月
十
日
�
 (日
)
に
変
更
し
ま
す
。

他
の
行
事
は
同
じ
で
す
。
お
間
違
い

な
き
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国

MUS04
テキストボックス
かつうら歌壇

MUS04
テキストボックス
次回作品募集

MUS04
スタンプ



hF

ご
自
身
の
戦
争
の
体
験
談
を
熱
心
に
話

し
て
い
た
だ
い
た
山
田
宗
夫
さ
ん
(
坂
本
)

映
画
と
「
戦
争
と
平
和
」
の
話

三
五
O
人
が
熱
心
に
視
聴

勝
浦
映
画
祭
が
開
催
さ
れ
、
畳
と
夜

O
人
の
参
加
が
あ
り
、

ま県民文芸作品しとく

募集気~

r

2.

11

..筆J

ω

。せ
 H.・..

戸「

1. 応 募 資 格  徳島県内に在住する者

「川柳J r「

募集ジャンル

俳句J r短 歌 」 現代詩J 随筆」

田
口
鴎
白
窃


「文芸評論J r小 説 」 �  「戯曲・脚本J r児童文学」

3.応募方法�  

く>r随

o 
o 


r俳句，短歌.)柳」…� 1人 2句もしくは� 2首以内0 

r現代詩」………原稿用紙 2枚以内。� 1人� 1編。

編。1人1枚以内。3.原稿用紙H.・改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
一
回

・.

・..原稿用紙20枚以内。� 1人 1編。

た
い
へ
ん
盛
況
で
し
た
。

ま
ず
、
山
田
宗
夫
さ
ん
の
「
戦
争

と
平
和
」
の
お
話
が
あ
り
、
映
画
「
月

光
の
夏
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

第
二
回
目
は
、
十
月
二
十
八
日

の
二
回
で
三
五

で
す
の
で
、
多
数
の
方
の
ご
来
場
を

お
願
い
し
ま
す
。

八
月
十
九
日
、
勝
浦
町
農
村
環
境

J文芸評論or

。「小 説」……・・原稿用紙30枚以内。� 1人� 1編。� 

o 
o 

(1)俳句，短歌. )11柳の作品には，その種別を明記し，

ハガキに楢書で書く。� 

r戯曲 ・脚本」………原稿用紙50枚以内。� 1人� 1編。� 

F 
 r児童文学」………原稿用紙20枚以内。� 1人� 1編。

(2) 全ての作品の末尾には住所・氏名(雅号があれば

併記)電話番号を明記のこと。� 

) いずれも未発表の作品に限る。(戯曲・脚本は，前

- ・・ ・ だ販す
宮 社番勝 連 諸 年 職 さのよ次 社� 
O会地浦 い物」の ム

八福の町 絡 事� 期� o '---/希と 勝耳i
八祉一 大 先 間齢 種 面 喜 望 お 寿福
五法字 接えのり ム祉
四人棚 田臨看はて方職 玄法

野 (日月) 十時寮考ー 随 ぉ �  lそ員 職� 
7 字 五 時申履を 員人三雲
ム勝

(3

O 
O 


募
集 5.

竹� l 才母婦行し歴募

年度上演されていても機関誌や脚本集で発表されて

いない作品は未発表とみなす。また，選考の結果が

発表されるまでは他誌等に当該作品を投稿しないこ

と。類想・類句については入賞を取り消すことがある。)� 

4.応 募 先

干770-70徳島市万代町 1丁目� 1番地

徳島県環境生活部生活文化国際総室内

「とくしま県民文芸」係あて
七 国八未 い 込 書 集

一 日 満ーーまみ(し
コ幽 名名てく市ま

応募締切

平成 7年� 9月30日ω(当日消印有効)� まで� 

講習科目

申込期間� 

講習日�  

講習内容

開催場所

F疋-L，. 員� 

申込先

講習時間

受講資格

受講料

その�  f也

経理事務(日商簿記 2級) ワープロ(3級)

9 /25~ 9 /28 9 /27~ 9 /29 

10/ 9~11/10(水曜日は午後から) 10/12~11/17 (月・火・木 ・金)

日商簿記検定� 2級の習得 ワープロの基本操作と機能習得

女性職業センター 阿南勤労者総合福祉センター� 

24 名� 20 名

女性職業センター 阿南公共職業安定所

午前 9時30分~午後 3時30分(1日� 5時間)

就業を希望する女性

無料(但し，テキスト代は実費)

詳細は，徳島県女性職業センターにお問い合わせください。

女性職業センタ一 宮� 0886ι54-0121

テレフォンガイド� ft 0886ー� 54-0124

女
f、

性

固

職
業
技
術
講
習
会

開

催

MUS04
テキストボックス
平成７年度　とくしま県民文芸作品募集
勝浦映画祭　パート１

MUS04
テキストボックス
女性無料

MUS04
スタンプ
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(
ラ
ブ
リ
バ 

推
進
事
業
)
募
集
締
切
り
迫
る
グ

国信号5

;・期間� …

一一一一一一一...-_

②①いになえいるつ�  

認巴~@血@田
 
888日(8月21日現在)続く

四
方
の
山
々
に
包
ま
れ
そ
の
中
央

を
ゆ
る
や
か
に
流
れ
る
勝
浦
川
、
こ

の
清
ら
か
な
水
と
美
し
い
緑
が
調
和

す
る
自
然
は
勝
浦
町
の
宝
で
す
。
こ

こ
数
年
勝
浦
町
で
は
、
「
勝
浦
川
を
町

の
宝
に
」
と
す
る
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

本
年
度
、
町
誕
生
四
十
周
年
を
迎

え
る
勝
浦
町
で
は
、
勝
浦
川
を
愛
す

る
方
々
の
「
勝
浦
川
の
四
季
の
作
品
」

.「
勝
浦
川
で
行
わ
れ
た
行
事
作
ロ
巴

等
を
集
め
、
写
真
展
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
町
民
多
数
の
方
か
ら
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

-
締
め
切
り
日

平
成
七
年
十
月
三
十
一
日
例

・
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課

※
な
お
、
優
秀
作
品
の
中
か
ら
勝
浦

町
で
作
成
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲

載
い
た
し
ま
す
の
で
、
作
品
の
版

権
は
主
催
者
側
に
帰
属
す
る
こ
と

を
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

「
住
ん
で
よ
く
、
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
|
阿
波
勝
浦
」

美
し
い
勝
浦
川
の
四
季
の
写
真


9…吋� 

一平成7年度秋の;全

7年� 9月30附
・スローガン ゆずりあう 心がかよう 阿波の道

・ 重 点 目 標 �  1 .高齢者の交通事故防止� 

; 2 シート ベルト崎町底

・運動の目標

の運…-…ーを普及し

交通安全思想の高揚を図るとともに，正しい交通ルール

とマナーの実践を習慣づけることにより，交通事故防止

の徹底を図ることを目的とします。

・交通安全の心がけ� 

; … 「 交 一 ど い 」 ばって運転して
いませんかっ

わたしは「交通ルールを守り， シートベルトを着用し安� 

j全運転をするんだんと言い聞かしながら運転し，交通事� 

1故のない町にドライパ一一人ひとりが心がけてください。� 

i1i 高齢者の� 1 正しい通行の励行; !2 横断するときは，右左の安全確認i 交通安全 3則
，~ ~-~ ~~ - '3 . 明るい服装・反射材の装着 

;| |1 必ず立ち止まる
|高齢者の� | 
:~:;::~ '"t all I2.右 ・左の安全を確かめる� 

-一一一・--一一+干一一 j I道路横断 3則 |--_._-_. ・3.信号を確実に守る。

L 

禁zg努Zt合合指号表 の奪� it昌弘;?::けある運転に心がけ死亡事故 O

等つなをた犬はかししか なー
、ないおめに 、 み て て け �  ι、� 
12詰Rlミ3明22警i 面T 不用犬の
l行うし次被 主 、すをた�  4こ 交通事故相談日
をし� o まの害 の 被 。受り 買い上げ日� 

妥散犬�  55;島村1f 蓄え
 ;ぃ???立'ィ烹TLL221rえて官官よ7¥ J) 

BS (月� 

4

¥

l

。

・

。

。
。

、
お

四� 

守、 す点を責害特け
るフ 。に 未 任 をにでか

官

級

付

長

釦

炉

時

田

央

か

間

中

時

時

後

9月25日� )

ノ

稔

'
A

げ
F
H

i
~
| 民

3

町
命
直

、
下
回

員談 

¥
J/

所

島

間

刊

で

付

午

松

前

ま

受

場

小

時

午

時 

/
1
¥
相 

-日 時
犬の放し飼いは

やめましょう。� 

9日6日同

9月20日(水)

③

犬

を

捨

て

な

い

飼
い
犬
が
不

要
と
な
っ
た
場
合
や
小
犬
が
生
ま

れ
家
で
飼
え
な
い
場
合
は
、
毎
月

広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
買
い

上
げ
日
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い

④
野
犬
が
住
み
つ
い
て
い
た
り
、

子
犬
を
生
ん
で
い
る
場
所
を
ご
存

知
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

⑤
補
か
く
器
の
借
し
出
し
を
行
つ

て
い
ま
す

ご
希
望
の
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
し
て
取
り
に
お
越

し
く
だ
さ
い

な
お
、
犬
に
関
す
る
ご
意
見

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

(
二
|
二
五
一

一
)
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

MUS04
テキストボックス
目指そう　死亡事故　０　８８８日　続く

MUS04
テキストボックス
みんなで犬害のない町に　
不用犬の買い上げ日
交通事故相談日

MUS04
スタンプ
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回

コンホ。スターを上手に使って
ゴミ二を再利用ノ� 

l
タ 

の
堆
肥
と
し
て
再
利
用
で
き
ま
す
。

つ
ぎ
の
よ
う
に
設
置
し
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

回収日 地区�  :t~ 所

第

月

曜

日

( 4日)

石原

沼江�  

掛谷

山西�  

中角
。

桜 建 言支 事 務 所

Y召 江 集� dzkz 所

控ト '小0- 集� dZLZ 所 前
J A生比奈支所保冷庫前
(果樹試験場上り口  )

農 キす 婦 人 の 家� 

馬越ゴミフェンス横

第

月
曜
日

(11日)

今山

黒岩

星谷

中 山� 

今山橋北詰ゴミフェ ンス横

運動場入口�  (小屋の横)

川口氏宅の貯蔵庫前

t南 防 員古 所 横� 

第

一
月

曜

日

(18日)

生名

ク

久国

棚里子

イン

。

東 林 庵

島豆腐屋 さ ん前

久 国 集� dzkz 所 裏

河川敷ゲートボール場横

パ チ ン コ庖前道路南側 �  

大 井 堰 石車 の 前

第

四

月

曜

日

(25日)

イシ

イシ

横瀬

イシ

ク

与川内

坂本

イン

日目� )11 集� izkz 所

勝浦郡農協本所

広� j頼 宅 東

小 倉 新 平 宅 前 三 叉 路

|日 農 協 跡、 地

勝浦郡農協与川内出張所�  

勝浦郡農協坂本事業所横

消 防 三ロ士口 所 横

全
町
一
斉
清
掃
日
|

H

美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち 
つ
く
り
に

み
ん
な
で
参
加
を
グ

-
9月
3
日
旧

⑨
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
、
指
定
さ
れ
た
袋
で
出
し
て
く

だ
さ
い

⑨
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
を
分
別
し
て
く
だ
さ
い

⑨
ピ

ン
ゃ
か
ら
つ
な
ど
、
缶
以
外
の
物
は
入
れ
な
い
で
く

だ
さ
い

⑨
缶
の
中
の
水
分
や
異
物
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い

⑨
あ
き
缶
に
は
、
ス
チ
ー
ル
・
ア
ル
ミ
の
表
示
が
あ
り
ま

す
。

分
別
す
る
と
き
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ヘ 

、司・v
-
L
V1

-
，
初レ

』圃

伊圃

司 
司

被 

〈台所コミ〉 (雑草〉
三角コーナーでよく コンポスターのかたわらで
水を切る。 乾燥させてから入れる。

〈落葉〉 務3〆買込� G
よく乾燥させたものを入れる。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

あ
き
缶
を
出
す
と
き
は
、

今
月
の
あ
き
缶
分
別
回
収
日

い
て
お
り
ま
す
が
「
ハ
エ
・
臭
い
が
よ
く
発
生
す
る
」
と
か
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

そ
れ
は
、
コ

ン
ポ
ス
タ
ー
の
設
置

・
使
用
の
仕
方
に
少
し
問
題
が
あ
る
の

で
は

H
少
し
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。
効
果
は
バ

ッ
グ
ン
で
す
。

大
切
な
地
球
を
守
る
リ
サ


9月あき缶回収日程表

勝
浦
町
で
は
、
ゴ
ン
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
生
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
い
た
だ

生
ゴ

ミ
は
三
か
月
ぐ
ら
い
で
、
堆
肥
に
な
り
ま
す
。
家
庭
菜
園
や
プ
ラ

ン

-
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
じ
よ
う
ず
な
使
い
方

(置く場所〉

南倶Ijで日当たり，

排水，風通しのよい

ところ。� 

(腐りやすく，臭

いが少ない)

生ごみはどんどん
入れても，なかなか
いっぱいにならなし、。

雑草，土を入れる
とすぐにいっぱい
になる。

....アルミ缶・スチール缶の分別

MUS04
テキストボックス
コンポスターを上手に使ってゴミを再利用

MUS04
テキストボックス
大切な地球を守るリサイクル

MUS04
スタンプ
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回

H臥期治長宏事達手⑥号。

9tkl1dOl.，義 f 

9月の保健 行事
:h'問い合わせは環境衛生課保健婦へ

日 11翠 内� n壬~ 受付 時間 場 所 女ナ 象 者
持参する

もの1m

6 水 風しん予防接種�  13:30~ 15:00 
農村環境改善� 

セ ン ター

- 生後12~ 36月未満

.90月未満でまだ受けていな

い子

予診票�  

母子手帳

予防接種手帳� 

7 木 総合健康診査�  8 :30~ 10:30 掛谷集会所 満� 40歳以上の一般住民 健康手帳� 

8 金 幼児健康診査�  13: 30~14: 30 勝浦病院�  
H 4 .11. 1 ~H 5 .4 .30まで

に生まれた子� 
母子手帳

11 月 棚野集会所

満30歳以上の女性と 一般住民 健康手帳12 火� 

骨粗25症予防健康教室と

9 :00~ 14:00 
今山ふれあい� 

交流館
健 康 キ目 語表

石原集会所�  

13 水

風しん予防接種�  14:30~ 16:00 
農村環境改善� 

セ ン ター

- 生後12~ 36月未満

.90月未満でまだ受けていない子

予 診票
母子手帳

予防接種手帳� 

14 木
骨粗怒症予防健康教室と� 

健 康 キ目 言炎
9 :00~ 14:00 沼江集会所 満30歳以上の女性と 一般住民 健康手帳

18 月 風しん予防接種�  13:30~ 勝 浦 中 学 校

中 学� 2年 生 と �  3年生

(予防接種間たり風し)
んにかかった子は除 く� 

予診 票� 

予防接種手帳

19 火
骨組程症予防健康教室と� 

健 康 本目 言炎� 
9 : 00~ 14:00 横瀬集会所 満30歳以上の女性と 一般住民 健康手帳

21 木 総合健康診査�  8 : 30~10:30 棚野集会所 満� 40歳以上の 一 般 住 民 健康手帳

22 金

骨粗程症予防健康教室と� 

健 康 中目 圭ロ4グく4 

乳児健康診査�  

9 : 00~ 14 : 00 

13:30~14:30 

農村環境改善

センター�  

勝浦病院�  

満30歳以上の女性と一般住民

H 7 .1 .1 ~ 7 . 31までに生

まれた子� 

健康手帳

母子手帳

25 月 山西集会所

満30歳以上の女性と一般住民

健康手帳� 

26 火� 

骨粗程症予防健康教室と� 

9 :00~ 14:00 星谷集会所

27 水� 

健 康 キ目 舌ロ火グ叉

. 掛谷集会所�  

28 木 総合健康診査�  8 : 30~ 10:30 勝浦会館 満� 40歳以上の 一 般 住 民 健康手帳

※総合健康診査とは，基本健診(無料)，胃検診(800円)，結核 ・肺がん検診(100円)，暗疾検査(600円)を同時に実

施するものです。ただ し，健診料は満70歳以上の方，市町村民税非課税世帯の方，生活保護世帯の方は無料です。

MUS04
テキストボックス
HEALTHY　LIFE
みんなの健康

MUS04
スタンプ
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9
月 

日 

初
日

↑-
4

一…一一 …一一

水
準
、
医
療
技
術
等
の
進
歩
に
よ
り

結
核
は
減
少
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
実
際
に
は
昭
和
六
十
年
代
か
ら

の
減
少
率
は
横
ば
い
の
状
態
で
、
い

ま
な
お
油
断
の
で
き
な
い
伝
染
病
と

な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
は
高
齢

者
に
お
け
る
感
染
者
の
増
加
で
、
加

齢
に
伴
い
体
力
が
衰
え
細
菌
へ
の
免

疫
力
が
低
下
す
る
た
め
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
平
成
五
年
度
の
結

核
新
患
者
は
四
万
七
千
四
百
三
十
七

人
で
、
勝
浦
町
の
平
成
六
年
度
の
結

核
新
登
録
患
者
は
十

一
名
で
て
お

り
、
各
医
療
機
関
で
治
療
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
結
核
検
診
の
受
診
状
況

を
み
て
み
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人

結
核
予
防
週
間


わ
が
国
で
は
、
結
核
対
策
や
生
活

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
行
い
ま
す

の
で
、
年
に

一
度
は
必
ず
受
診
し
、

健
康
管
理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

す 
o

十
月
に
は
町
内
を
巡
回
し
て
、

が
検
診
を
受
け
ず
に
、
自
覚
症
状
が 

出
て
か
ら
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。 

病
気
の
始
め
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症

一

状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
全
身
の
倦
怠
感
、

一

寝
汗
、
微
熱
、
の
ど
の
痛
み
や
咳
が

一

続
く
場
合
は
、
必
ず
医
療
機
関
で
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
結
核
は
過
去

の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
発

見
、
早
期
治
療
は
ま
ず
検
診
か
』
ザ
で

救急の日

9月� 9日

健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
、
私
た
ち
に
と

っ
て
何
よ
り
の
幸

せ
で
す
。
し
か
し
、
と
き
に
は
病
気

を
し
た
り
、
ま
た
思
わ
ぬ
事
故
に
あ

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
の
適
切
な
対
応
が
人
を

楽
に
さ
せ
た
り
、
病
状
の
予
後
を
左

右
し
た
り
し
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
正
し
い
知
識
と
方
法
に
つ
い

て
勉
強
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
庭
内
で
の
事
故
の
多
く
は
防
止

で
き
る
も
の
で
す
。
特
に
子
供
が

い
る
家
庭
は
、

一
度
身
の
ま
わ
り

を
み
て
点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

f曲、

〈
臨

誤 飲 窒息

bs

落 

防

侵

久

故 

も
〉
一一 
ぐ

入

し

シ

る

事通

4交
輔
さ -

Y
U
M

倒

CJ
Jdf
¥O

Y
計
ゴ

…混

一

割

物

乳幼児の主な事故の内容

転

3

で
、
何
が
危
険
で
何
が
安
全
か
区

別
で
き
ま
せ
ん
。
自
に
入
る
も
の
す

べ
て
に
興
味
を
も
ち
ま
す
。
そ
れ
に

加
え
、
体
の
割
に
頭
が
大
き
く
バ
ラ

ン
ス
を
く
ず
し
、
こ
ろ
び
や
す
い
体

型
と
な

っ
て
お
り
、
常
に
危
険
が
つ

き
ま
と

っ
て
い
ま
す
。
子
供
を
事

故
に
あ
わ
さ
な
い
よ
う
、
日
ご
ろ

か
ら
安
全
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
緊
急
時
の
連

絡
先
や
受
診
時
の
必
要
品
、
救
急
車

の
上
手
な
呼
び
方
、
救
急
箱
の
点
検

な
ど
も
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

I

h

J

ハ

γう
河

転
込
穂

炉
建 

ぃ

&
R
F Rυγ
λ
U

ヘ
ホ
配ら

〆戸、

の
ミ
ゴ
な
壬
げ吠

側
窓
正に

Z

J

1

dgN

J11， 


小
さ
い
子
供
は
好
奇
心
が
旺
盛

タハコ，ボタンを ビニール袋で窒息

飲み込む する

水の事故 やけど 感電

ふ� h 〓 み押融当ぬ r::==:J.，~

経鼠準警豊岡F

浴槽，f毎でおぼれるストーブでやけどする 感電する

ゲ その他の事故

救急箱の内容(ぜひ必要なもの)

包国A三はさみ

トゲが車IJさる 熱射病ガス中毒 虫に刺される

-
そ
の
他

救
急
箱
と

一
緒
に

。
器
材


=電三三盃画E 

Oーとンセ� y卜

タvミ

川島
、ミムム[).VL1A

昌一…

\k恒~

F
J

病院受診時に必要なものや

便利なもの

綿篠-健康保険証 J
(ょうじ代用でもよい)

・母子健康手帳
ロ
間

活
智
明


・タオル� 

・ハンカチ 'e:;:三メ￥I:t-)

・ティ ッシュペーパー フごF

事
故
は
い
つ
お
き

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に

あ
わ
て
な
い
よ
う
、

ふ
だ
ん
か
ら
点
検
、

確
認
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
、
フ
。

・ビニール袋 際感~
・お金 潟 明 令書・住所録(連絡用日F

・健康時のからだの状態のメ モ(体温，

脈拍，体重など)

固

MUS04
テキストボックス
保健婦だより

MUS04
スタンプ
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品た l
u す

四

年に� 1回、たとえば自分の誕生

日に、たとえば結婚記念日に夫婦で。

そんな風に決めておくのも、忘れない

のでいいですね。� 

回年� 1回は必ず受ける 団 検査機関は毎回同じところで

図 精密検査は必ず受診 団 結果を記録・保管しておく

団 通院中でもきちんと受ける 固 家庭医を持とう

成人病検診(人間ドック)の受診者に半額補助

この機会に検診(1日検診)を受けてみませんか.ゲ
 

(対象者 〉 (期間 〉

勝浦町国民健康保険に加入されている方で，年 平成� 7年10月� 1日から平成� 7年11月30日までの
齢が40歳与以上69歳まで。 火曜日(平成� 7年10月� 3日，� 17日，� 24日，� 31日，

ただし，老人保健法による医療受給者証の交付 平成� 7年11月� 7日，� 14日，� 21日，� 28日)
を受けられている方は対象になりません。� 

一募
一
以

一

一集
一
，

J

(、

で
-
み

一員
一
込

人
一

一一
、一

申
一
1
レ

(検診の内容 〉

胃透視，腹部超音波検査，心電図，胸部レントゲ

ン，肝機能検査，腎機能検査，糖尿病，コレステロー

ル，痛風，貧血，甲状腺検査，乳がん検査，血圧・眼底

検査，検尿，検便，身長，体重，胸囲，握力

( 検診の費用 〉� 

34. 000円}
}補助金額�  17. 000円� 

!自己負担額 17，000円� 

( 医療機関 〉 国民健康保険勝浦病院� 

( 申し込み方法 〉

印鑑と保険証をご持参のうえ，役場税務保険課

までお申し込みください。

(申し込み締切日 〉

平成� 7年� 9月29日幽

※検診日等詳しくは，税務保険課国保係までお問

い合わせください。(宮� 2-2513)

国保税は，被保険者となった月から課税されます。
「加入の手続きをしたとき」ではありません。
被保険者となる月とは，職場の健康保険をやめたとき あるいは他の市
区町村から転入しで住み始めたとき。� 

. 
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9月� 1日午前10時15分，

全町一斉に防災サイレン� 

を鳴らします。� 

8月30日(水)から� 9月5日(火)まで

平
成
七
年
一
月
十
七
日
発
生
し
た
兵
庫
県
南

部
地
震
(
阪
神
・
淡
路
大
震
災
)
は
、
淡
路
島

北
部
、
深
さ
二
十
回
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
七

・
二
の
直
下
型
大
地
震
で
、
阪
神
間

や
淡
路
島
な
ど
の
一
帯
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

家
屋
の
倒
壊
や
火
災
に
よ

っ
て
、
西
宮
市
か

ら
神
戸
市
須
磨
区
ま
で
の
東
西
約
二
十
回
、
南

北
約
一 

1
二
回
の
帯
状
に
連
な
る
地
域
に
被
害

が
集
中
、
家
屋
倒
壊
は
多
数
の
地
域
で
発
生
し
、

約
五
千
四
百
人
の
死
者
の
約
九
割
が
家
屋
や
家

具
類
の
倒
壊
に
よ
る
犠
牲
と
な

っ
て
い
ま
す
。

大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
家
具
類
や
設
置
物

は
凶
器
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

し
っ
か
り
と
家
庭
内
の
安
全
対
策
を
講
じ
て
お

C

I
U

品 

土
品

【家の内外の安全を確保しよう】

-たんす，食器棚， -つり下げ式の照明器具lム� 
本欄，冷蔵庫，ピア 3方向からひもで補強して
ノなどの大型の家具 おくと揺れが少ない。� 
類には，転倒・移動

防止策をしておく 。 ・・.� 

-テレビや� ElMI 
水槽などを� 11品l
たんすの上 シシ/

などの高い� / ¥ 
所に置かな 日子二二弓日

ぃ。� u.盛� υ

・食器棚やサイドボード，窓な

どのガラスには，透明フ ィルム

を貼るなど，飛散防止策を。
 

-ブロ ック線や石垣，

門柱などの点検を。老� . 

朽化や作りの不完全な

ものは，補強しておく 。

-落下の危険のあるも

のはベランダなどに出・・ー
さない。また，屋根瓦� . -プロパンガスボン

ベは鎖などでしっか
り固定しておく 。

@
避
難
す
る
前
に
、
も
う
一
度
火
の
元
を
確
認

@
荷
物
は
最
小
限
に

爾
拶

@
ヘ
ル
メ

ッ
ト
や
頭
巾
で
頭
を
保
護

然

日

@

緊

急

避

難

カ

ー

ド

を

も

っ

与

@
外
出
中
の
家
族
に
は
連
絡
メ
モ
を
へ
二

@

避

難

は

徒

歩

で

ソ

人

島

@
お
年
寄
り
ゃ
病
人
な
ど
に
協
力
し
て
む
二

ト
を
通
っ
て

@
避
難
は
指
示
さ
れ
た
避
難
場
所
ヘ
民
国
三い 

l

?
h
L

@
近
所
の
人
た
ち
と
集
団
で

@
避
難
場
所
へ
は
安
全
な
ル 

などの点検も忘れずに。� 

〔非常持出品を準備しておこう】l
一次持出品避難のときに持ち出したい品 i

告fブ

-貴重品 -応急医薬品
包帯，傷薬，胃腸薬，

二次持出品避難後， 災害復旧までの聞の生活物資
現金，預金通帳，免許

証，健康保険証など。 官曜動 鎮痛剤，終創膏など。

病人やお年寄りの常用

薬を忘れずに。 -食料

詰やレトル卜のおかず，菓子類や梅予備電池は多めに
干し，調味料など。お年寄りや病人，ストックしておく 。

乳幼児などの食べ物を忘れずに。
雇品

-照明用具 -衣類 -飲料水
懐中電灯(できれば一人に 下着，上着，タオ -非常食品

飲料水は一人� 1日3.eを目安に。

-トランジスタラジオ 缶)，米(缶詰やレトル卜のご飯など

)，一つ。予備電池を忘れない ル，紙おむつなど。 かんぱん，缶詰など火

ろうそく(火災に注意)。 を通さないでも食べら
ポリタンクなどにストックして

おく 。飲むときは煮沸する。
れるもの，ミネラルウ

ォーターなど。
-燃料
卓上こんろ (ガスボ

ンベのスト ックは十

分に)や固形燃料。

固
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岡
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¥

彩
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字
北

宏
恵
¥
彩
友
美

勝
浦
町
社
会
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協
議
会
で
は
、

-
募
集
人
員

一
名

大
字
生
名

福

良

毅

/

長

女

次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

三
十
歳
ま
で
。

字
東

町

子

¥

朋

-

受

付

大
字
三
渓

山
平
竹
二
/
長
男

福
祉
専
門
員

平
成
七
年
九
月
十
日
ま
で
に
勝
浦

字
平
山

真

由

美

¥

秀

大
字
沼
江

宮
本
祥
敬
/
三
男

{
子
車
・
の
口

千

秋

¥

雅

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

-

職

種

夏
(敬称略) 

善

意
あ
り
が
と
'
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

(
福
祉
主
事
資
格
取
得
者
ま
た
は

取
得
可
能
な
方
)

10月1日(日)は，井 原

7
月
日
日

1
8
月
日
日

達
夫
さ
ん
(
星
谷
)

宏
明
さ
ん
(
中
角
)

国勢調査の日です。� 

10月1日，全国一斉に

国勢調査が行われます。

祉，雇用，住宅対策など，

〆戸『

にノ 国勢調査の結果は，福

国や都道府県・市区町村

の行政に利用されます。� 

9月下旬から，調査員

が皆様のお宅に伺います

ので，ご協力をお願いい

書 

(市
販
)
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

電
話

町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
へ
履
歴

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

匿滝
花

'-...../ 

U

二
|
四
六
五
二

守
さ
ん
(
棚

名 

(横

たします。

調査票の記入内容は，

法律により統計以外の目

的に使用することは固く

禁じられていますので，

安心してご協力ください。

とらえよう日本の鼓動を数字から
瀬野�  

夜間救急当番表�  勝浦会館� 9月行事

教室名 実 施 日 時 間

陶芸�  
7 14 21 28 

午後� 7:30~ 
木 木 木 木

着付け� 
8 22 

午後� 8: OO~ 
金 金

7 21 28 
午後� 7: 30~τ一←zφ~手

木 木 木� 

6 13 27 
午後� 8:OO~踊 り

水 水 水

生け花� 
5 20 

午後� 8:OO~ 
火� 7ぷ

。ド 句� 11 25 
午後� 8: OO~ 

短歌 月 月� 

習� p子A司

l 8 22 29 
午後� 7:OO~ 

金 金 金 金� 

14 21 30 木曜日は午後� l時

土Plil日は
午後� 61時30分から� 

大正琴
木 木 土

9月1日 赤 岩医院�  

勝浦 病 院9月③日

9月5日 上勝診療所� 

9月7日 勝浦病 院 �  

山西医院9月9日

9月11日 勝浦病 院 �  

9月13日 湯 浅医院�  

勝浦病 院9月⑬日

赤 岩医院9月⑪日

勝浦病院9月19日

9月21日 上勝診療所� 

勝浦病院9月⑫日

山西医院9月25日

勝浦病院9月27日

9月29日 湯 浅医院�  

2-2006 ⑨⑨
2-2555 

6-0302 心配ごと相談
2-2555 

-日時 9月� 1日(創� 
2-3027 9月8日(創� 
2-2555 9月14日同� 
2-2003 

9月22日(創� 
2-2555 

9月29日(剣
2-2006 

-時間
2-2555 

午前10時~午後� 3時
6-0302 ・内容
2-2555 人権・行政・厚生・福祉

2-3027 ・場所

住民福祉センター� 2階

2-2003 

2-2555 

|ー受…
り… お 気 軽 に )

口 

門
口

平

休

午後� 6時から翌朝� 9時まで

午後� 7時から翌朝� 9時まで
お問い合わせください。� 

園
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